
～ 申 請 期 間 ～ 

令和７年３月３１日まで  

 以下の要件をすべて満たす方 

１.補助金申請日において市内在住で住民登録のある方 

  （18歳未満の方が申請をする場合は、保護者の方が申請者となります。） 

2.袖ケ浦市暴力団排除条例に規定する暴力団員または暴力団員等でないこと。 

3.市税等の滞納をしていないこと。  

4.自分または同一世帯員のヘルメットを購入した方またはヘルメットを使用する方 

対象者 

対象となるヘルメット 

1.安全基準マークのあるもの（右図参照） 

2.令和6年4月1日以降に購入した新品の 

  もの 

3.他の自治体から補助等の給付を 

  受けていないもの 

▼安全基準マーク 

【必要なもの】 

１.補助金交付申請書兼請求書 

             （窓口申請のみ） 

２.ヘルメット購入に係る領収日、 

  購入金額、購入店名、メーカー 

  品名及び品番等のわかるもの 

  （領収書等） 

3.安全基準マークが付されている 

  ことがわかるもの（保証書等） 

４.振込先の通帳またはキャッシュ 

  カード（申請者名義のもの） 

１個につき、購入費の上限２，０００円 
※送料、装飾品等は除く 

※申請は、使用者１人につき１個、１回限り 

補助金額 

 

※上記申請期間中に申請してください。 

▼電子申請フォーム 

【18歳以上の方】https://logoform.jp/

form/tSXa/600440 

 

【18歳未満の方】https://logoform.jp/

form/tSXa/600434 

 

 

 

①ヘルメットを購入 

③申請者の口座へ振り込み 

【問い合わせ先】 袖ケ浦市役所 防災安全課  ☎０４３８－６２－３１０６ 

申請手順 

 

②防災安全課、平川・長浦行政センターの 

  窓口または電子で申請 

※振り込みまでに、1～2か月程度かかります。 

◀ 
18 
歳
以
上 

◀ 
18 
歳
未
満 



①車道の左側を走ろう 

自転車に乗るときのルール 

自転車は車の仲間です。原則車道の左側に寄って通行

しましょう。道路標識で指定された場合や13歳未満の

子ども、70歳以上の高齢者、身体の不自由な方の場合

は歩道を通行できます。 

 ②歩いている人を優先しよう 

③ながら運転はやめよう         ④交差点では安全確認をしよう 

⑤夕方からライトをつけよう 

歩道は歩いている人が優先です。歩道を通行す

るときは、車道寄りを通行しましょう。歩いている

人が前にいたら自転車から降りて押して歩き、

通行の妨げにならないようにしましょう。 

 自転車の事故は、半分以上が交差点で発生して

います。交差点を渡るときは、信号や標識に従うの

はもちろん、徐行や一時停止をして、周囲の安全を

確かめましょう。見通しの悪い交差点や狭い道路

から出るときは、特に注意しましょう。 

傘差し、スマホ・携帯、ヘッドホン使用などのながら運

転は危険です。法令で禁止されているのはもちろん

のこと、思わぬ事故の原因になり、あなたや周囲の人

が危険に巻き込まれます。2人乗りもやめましょう。 

自転車のライト（前照灯）は、前方を照らすだけでなく、車などに自転車がいることを知らせるための

ものでもあります。夕暮れ時は事故が起きやすくなるので早めにライトを点灯しましょう。 

× 

①自転車保険に入ろう 

自転車に乗る前のルール 

千葉県では、令和4年7月1日から

自転車保険への加入が義務化さ

れました。万が一の事故に備えて、

自転車保険に加入しましょう。 

 ②点検整備をしよう 

思わぬ事故を防ぐために、定期的に点検・整備をしましょう。 

点検箇所の合言葉は「ぶたはしゃべる」！ 

「ぶ」…ブレーキ 「た」…タイヤ 「は」…反射器材（ライト） 

「しゃ」…車体（ハンドル、サドル、ペダル、チェーン） 「べる」…ベル 

③反射器材（リフレクター）を付けよう ④ヘルメットをかぶろう 

令和5年4月1日から、道路交通法でヘルメットの着用

が努力義務になりました。自転車乗車中の交通事故で

亡くなられた方の半数以上の人が頭部に致命傷を負っ

ています。交通事故の被害を軽減するためにも、自転車

に乗るときは必ずヘルメットをかぶりましょう。 

⑤飲酒運転はやめよう 

自転車は車の仲間ですので、飲酒運転は絶対に禁止です。お酒を飲んだら自転車に乗らない。 

自転車に乗る人にはお酒を飲ませない。お酒を飲んだ人には自転車を運転させない。 

× 

前 後ろ 

側面 側面 

夜間、車や歩行者との交通事故を防ぐため、 

ライト（前照灯）、後部の反射器材と合せて、  

側面（タイヤ）にも反射器材を取り付けましょう。

白や黄色などの 

明るい服装を着ると◎ 


